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※下線の成果指標は 「山梨県まち・ひと・しごと創生総合戦略」 にも記載

「ダイナミックやまなし総合計画」　政策別実施状況

プロジェクト 6 安全安心・交流基盤創造プロジェクト

政策 1 災害に強い県土・地域づくり
計画掲載事業数

（再掲は除く。）
24

【政策推進に当たっての基本的な考え方】

　近い将来に発生が懸念される南海トラフ地震等をはじめとする大規模な自然災害に備

え、社会インフラの整備、維持、補修などの防災対策や、災害発生時の被害を最小限に

止めるための減災対策を行う必要があります。

　このため、老朽化の進む公共施設等の長寿命化・耐震化や、防災拠点となる施設の機

能強化、情報伝達基盤の整備、地域コミュニティにおける減災への備えなど、災害に強

い強靱な県土づくりに取り組みます。

平
成	

30	

年
度
の
主
な
取
り
組
み
状
況

項　　　　　　　目 頁 担 当 部 局

○ 防災・減災のための治山施設等の整備の推進 P.121 森 林 環 境 部

○ 防災・減災のための農業用施設等の整備の推進 P.121 農 政 部

○ 防災・減災のための公共土木施設の整備の推進 P.123 県 土 整 備 部

○ 県防災体制の充実・強化 P.123 防 災 局

○ 公衆無線 LAN環境の整備促進 P.126 総 務 部

○ 富士山の火山活動と防災対策に関する研究の推進 P.127 県 民 生 活 部

○ 住宅・建築物の耐震化の促進 P.128 県 土 整 備 部

事	

業	

費

施策・事業の実施に要した事業費（本年度までの実績額） 82,942 百万円

前年度までの事業費 58,903 百万円

本年度の事業費 24,039 百万円

成
果
指
標
の
達
成
状
況

成　果　指　標
基	準	値

（基準年度）
A

目	標	値

（目標年度）
B

現	況	値

（直近データ）
C

進捗率（%）

橋りょうの耐震化率
78.3％

（H26）

100.0％

（H31）

89.9％

（H30）
53.5

消防団員の充足率
92.5％

（H26）

94.0％

（H31）

93.5％

（H30）
66.7

住宅の耐震化率
82.7％

（H26）

88.8％

（H31）

86.8％

（H30）
67.2

C－A
B－A

×100
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主要な施策の成果 （予算科目　単位：千円）

災害に強い県土・地域づくり ※丸数字の施策・事業は 「山梨県まち・ひと・しごと創生総合戦略」 にも記載

施策・事業名

【担当課名等】

予 算 科 目
（予算現額）
決	算	額

［翌年度繰越額］

施策・事業の概要及び成果

1 災害に強い強
靱な県土づく
りの推進

　　　 　災害に強い強靱な県土づくりを推進するため、平成
27 年 12 月に策定した「山梨県強靱化計画」に基づき、
施策の進捗状況の把握等を行うために、「山梨県強靱化
アクションプラン 2018」を策定し取り組みを推進した。
　これにより、大規模自然災害等に対する事前防災・
滅災や迅速な復旧・復興に資する強靱な県土づくりに
寄与した。
・山梨県強靱化アクションプラン 2018 の策定
	 平成 30 年 7 月

【政策企画課】

2 公共施設等の
総合的かつ計
画的な管理の
実施

　　　 　公共施設等の適正な維持管理や利用状況を踏まえた
最適配置等を実現するため、平成 27 年 12 月に策定し
た「山梨県公共施設等総合管理計画」等に基づき、公
共施設の今後の利用活用の方向性について施設ごとに
あり方検討を実施し、長寿命化方針とした 150 施設に
ついて個別施設計画（個別施設ごとの長寿命化計画）
を策定した。
　これにより、公共施設の総合的かつ計画的な管理の
実施に寄与した。
・あり方検討の継続実施	 　35 施設
・個別施設計画（150 施設）の策定	 平成 31 年 3 月

【財産管理課】

3 社会資本整備
の推進

　　　 　限られた財源の中で、社会資本の整備を効果的、効
率的に推進するため、平成 27 年 12 月に策定した「山
梨県社会資本整備重点計画（第三次）」に基づく取り
組みを推進した。
　これにより、県民生活の向上や地域経済の発展に寄
与した。
・社会資本整備重点計画（第三次）の実施
・平成29年度の進捗状況の公表　平成30年 8月

【県土整備総務課】

④ 治山・林道施
設の長寿命化
の推進

治 山 費 　集落周辺の治山施設や林道橋梁など老朽化した施設
への対応や機能維持を図るため、点検、補修、改修等
の長寿命化の取り組みを推進した。
　これにより、災害に強い山村地域の構築に寄与した。

（ 142,145）
142,145

【治山林道課】
林 道 費 ・治山施設の長寿命化対策の実施	 17 施設

（ 217,212） ・林道施設（橋梁・トンネル）の長寿命化対策の実施
	 11 施設217,212

林 道 費

（恩賜県有財産特別会計）
（ 101,228）

101,228
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（予算科目　単位：千円）

災害に強い県土・地域づくり

施策・事業名

【担当課名等】

予 算 科 目
（予算現額）
決	算	額

［翌年度繰越額］

施策・事業の概要及び成果

⑤ 防災・減災の
ための治山施
設等の整備の
推進

治 山 費 　山地災害を未然に防止し、事前防災と減災対策を着

実に進めるため、山地災害危険箇所における治山施設

の整備を推進した。また、災害発生時に代替輸送路や

避難路の役割を担う林道整備を推進した。

　これにより、山村地域の防災対策の強化に寄与した。

（ 6,933,837）

5,025,196

［ 1,907,838］

【治山林道課】
林 道 費 ・山地災害危険箇所における治山施設の整備

	 新規着手 18 箇所（ 699,405）

647,376 ・代替輸送路や避難路の役割を担う林道の整備

	 　　延長 5.3 ㎞［ 52,029］

林 道 費

（恩賜県有財産特別会計）

（ 925,556）

712,047

［ 213,509］

⑥ 農業用施設の
長寿命化・耐
震化の推進

土 地 改 良 費 　農道や農業用ため池などの農業施設の老朽化、耐震

化への対応や機能維持を図るため、点検、補修、改修

等の長寿命化、耐震化への取り組みを推進した。

　これにより、適正な施設機能の維持に寄与した。

（ 616,419）

413,221

【耕 地 課】［ 192,153］

・農道、農業用排水施設の長寿命化、耐震化の推進

農地防災事業費 	 　　釜無川右岸地区外 12 地区

（ 2,667,056） ・農業用ため池の長寿命化の推進

1,258,624 	 　長坂地区外 6地区

［ 1,408,432］

⑦ 防災・減災の
ための農業用
施設等の整備
の推進

農地防災事業費 　農村地域における集中豪雨等による自然災害を未然

に防止し、事前防災と減災対策を着実に進めるため、

農業用水施設の整備や農地の保全等を推進した。

　これにより、農村地域の防災対策の強化に寄与した。

（ 1,273,366）

777,838

［ 495,528］

【耕 地 課】 ・浸水、侵食や土砂崩落等を防ぐ農業用水利施設等の

整備の推進	 　道志地区外 4地区

・洪水被害を防止する農地保全等の推進	 牛奥地区

― 121 ―



（予算科目　単位：千円）

災害に強い県土・地域づくり

施策・事業名

【担当課名等】

予 算 科 目
（予算現額）
決	算	額

［翌年度繰越額］

施策・事業の概要及び成果

⑧ 公共土木施設
等の長寿命
化・耐震化の
推進

道 路 維 持 費 　橋梁やトンネルなど公共土木施設等の老朽化、耐震

化への対応や機能維持を図るため、長寿命化に基づき、

点検、補修、改修等の長寿命化や耐震化への取り組み

を推進した。

　これにより、災害に強い県土づくりの推進と長寿命

化対策が図られた。

（ 236,259）

220,259

［ 16,000］

【道路管理課】

【治 水 課】

【砂 防 課】

【都市計画課】

【下 水 道 室】

【住宅対策室】

道路橋りょう建設費

（ 5,146,378） ・橋梁の長寿命化

2,500,854 　　国道 137 号藤の木橋　外 49 橋

［ 2,645,524］ ・緊急輸送道路の橋梁の耐震化

　　白井甲州線市之蔵橋　外 10 橋

河 川 改 良 費 ・トンネル、シェッド＊・大型カルバート＊、道路附属

物の点検・補修の実施（ 283,736）

163,670 ・河川管理施設及びダムの長寿命化

［ 120,066］ 　　五明川排水機場　外 5施設

　　広瀬ダム、塩川ダム

ダ ム 建 設 費 ・砂防関係施設の長寿命化計画策定

（ 394,425） ・砂防堰堤の長寿命化

216,412 　　日川　外 8箇所

［ 178,013］ ・都市公園施設の長寿命化　7施設

・下水道施設の長寿命化・耐震化の推進

砂防地すべり対策費 　　下水道施設の長寿命化　4流域

（ 549,862） 　　下水道施設の耐震化 3流域

288,456 ・県営住宅の長寿命化

［ 261,406］ 　　建替　　　　　　県営富士見団地

　　大規模改修工事　県営山王団地　外 2団地

公 園 費

（ 1,331,590）

802,456

［ 529,134］

流域下水道費

（ 2,071,933）

1,253,698

［ 818,235］

住 宅 建 設 費

（ 835,338）

732,494

［ 99,712］
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（予算科目　単位：千円）

災害に強い県土・地域づくり

施策・事業名

【担当課名等】

予 算 科 目
（予算現額）
決	算	額

［翌年度繰越額］

施策・事業の概要及び成果

⑨ 防災・減災の
ための公共土
木施設の整備
の推進

河 川 改 良 費 　洪水被害や土砂災害を未然に防止し、事前防災と減

災対策を着実に進めるため、河川整備や砂防施設等の

整備を推進した。

　これにより、防災対策の強化に寄与した。

（ 6,011,424）

3,181,477

［ 2,829,947］

【治 水 課】

【砂 防 課】

・河川改修　　　　鎌田川　外 15 河川

砂防地すべり対策費 ・通常砂防　　　　大桑沢　外 67 箇所

（ 7,685,796） ・火山砂防　　　　朝沢　外 11 箇所

5,087,585 ・地すべり対策　　藤尾　外 2箇所

［ 2,598,211］ ・急傾斜崩壊対策　横道　外 38 箇所

⑩ 建設産業を担
う人材の確
保・育成の推
進

建設業指導監督費 　基盤整備や災害等の復旧対応の中心となる建設産業

の未来を担う若者の新規就労や育成を図るため、資格

取得等の取り組みを推進した。

　これにより、建設業への若手入職者等の確保・育成

推進に寄与した。

（ 3,027）

2,221

【建設業対策室】
・高校生等を対象とした建設業インターンシップの実施

	 平成 30 年 7 月～ 12 月

・高校生等を対象とした資格取得のための講習会の開催

	 平成 30 年 9 月～ 10 月

・技能習得の取り組みに対する支援事業

・「明日の建設産業を考える山梨会議」の開催	 2回

⑪ 県防災体制の
充実・強化

防 災 総 務 費 　県全体の防災体制の充実・強化を図るため、災害対

策本部の実践的な訓練等を通じて、的確な本部運営が

できるようマニュアルを随時改訂するなど、防災対策

全般にわたる不断の見直しを行うとともに、平成 29

年 3 月に運用を開始した総合防災情報システムを災害

配備時に活用した。

　これにより、南海トラフ地震、富士山噴火などの大

規模災害発生時に迅速かつ的確に対応できる体制整備

の促進や災害に強い県土づくりの推進に寄与した。

（ 15,120）

【防災危機管理課】 15,120

・災害対策本部統括部活動マニュアルの見直し

	 　随時実施

・災害対策本部統括部班別研修の実施

	 　平成 30 年 7 月～ 8月

・総合防災情報システムの運用・操作研修	 随時実施
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（予算科目　単位：千円）

災害に強い県土・地域づくり

施策・事業名

【担当課名等】

予 算 科 目
（予算現額）
決	算	額

［翌年度繰越額］

施策・事業の概要及び成果

⑫ 道の駅等の防
災機能の拡充

道路橋りょう建設費 　南海トラフ地震や富士山火山噴火などの広域的な災

害への対応を効果的に行うため、防災拠点施設の補完

施設としての道の駅等の防災体制の強化を推進した。

　これにより、広域的な災害発生時の効果的な防災体

制の構築に寄与した。

（ 79,415）

【道路管理課】

【防災危機管理課】

55,529

［ 23,886］

道 路 維 持 費 ・道の駅等の関係者に対して、必要な防災機能の整備

等の提案実施（ 11,578）

6,578 ・防災トイレ等の整備に着手	 道の駅しらね外 2箇所

［ 5,000］

13 新たな手法に
よる交差点整
備の推進

　　　 　災害等における停電時を含め、交差点における安全

性の向上を図るため、信号機を用いないラウンドアバ

ウト交差点＊について、既に整備が完了した 2 箇所に

加え、候補箇所選定等の検討を行った。

　これにより、新たな手法による交差点整備の推進に

寄与した。

【道路整備課】

【道路管理課】

【都市計画課】
・候補箇所選定等の検討の実施

・普及促進のための情報共有・提供の実施

	 平成 30 年 11 月
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（予算科目　単位：千円）

災害に強い県土・地域づくり

施策・事業名

【担当課名等】

予 算 科 目
（予算現額）
決	算	額

［翌年度繰越額］

施策・事業の概要及び成果

⑭ 人材育成等に
よる地域防災
力の強化

防 災 総 務 費 　防災リーダーの養成及び活用等を通じて、災害時に共

助の要となる自主防災組織等の活性化を支援するととも

に、地区防災計画の策定支援や、防災に関するシンポジ

ウムの開催、「やまなし防災力向上テキスト」や啓発映

像の作成など、県民全般の防災意識の啓発・高揚を図っ

た。また、県民、事業者、自主防災組織等が取り組む

べき基本的事項を規定した防災基本条例を施行した。

　これにより、防災活動の要となり、的確かつ迅速な

対応ができる人材の育成及び県民の防災意識の高揚を

図り、自助・共助・公助が一体となった地域防災力の

強化に資することができた。

（ 7,979）

7,710

【防災危機管理課】

【消防保安課】 消 防 指 導 費

（ 7,147）

6,937

・防災リーダーの養成

地域防災リーダーの養成（初級）	 　549 人

甲斐の国・防災リーダー（防災士）の養成（上級）

	 77 人

・地区防災計画の作成支援

県内4圏域の各1地区をモデル地区として選定し、

防災アドバイザーを派遣し、計画の素案作成から

検証まで支援

・県民を対象とした啓発

防災シンポジウムの開催

	 平成 30 年 11 月　参加者　約 200 人

県政出張講座の実施 32 回	 　受講者 2,013 人

・消防職・団員等を対象とした啓発

消防団確保対策検討会の開催

	 平成 30 年 8 月、11 月

同検討会の報告書を市町村に配付

	 　平成 30 年 12 月

・山梨県防災基本条例の施行	 　平成 30 年 4 月
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（予算科目　単位：千円）

災害に強い県土・地域づくり

施策・事業名

【担当課名等】

予 算 科 目
（予算現額）
決	算	額

［翌年度繰越額］

施策・事業の概要及び成果

⑮ 大規模災害を想
定した防災訓練
の実施による防
災対策の推進

防 災 総 務 費 　県内での発生が懸念されている大規模災害による被

害を最小限に止めるため、防災訓練の実施などにより、

防災対策を推進した。

　これにより、大規模災害時における災害対応能力の

向上及び富士山噴火時における避難対策の促進に資す

ることができた。

（ 1,416）

1,218

【防災危機管理課】

・大規模災害を想定した防災訓練の実施

　　総合図上訓練の実施　（富士山噴火を想定）

	 平成 30 年 9 月

　　地震防災訓練（実動）の実施	 　平成 30 年 11 月

・富士山火山防災対策への取り組みの推進

市町村と連携した住民等の実動避難訓練の実施

	 平成 30 年 11 月

宿泊施設等の避難促進施設の指定や、同施設の避

難確保計画の策定への支援　随時実施

富士山火山防災対策協議会における、富士山ハ

ザードマップ改定に係る中間報告（新たな想定火

口範囲等）を実施	 平成 31 年 3 月

⑯ 土砂災害等情
報システムの
構築・運用

砂防地すべり対策費 　土砂災害等に関する防災関係機関の確実な情報共有

を図り、県民への情報発信を迅速かつ適切に行うため、

土砂災害等情報システムを運用した。

　これにより、防災関係機関で確実な情報共有が図ら

れ、県民への迅速かつ適切な情報発信に寄与した。

（ 55,542）

4,542

【砂 防 課】［ 51,000］

・土砂災害警戒情報システムの機能向上のための改修

⑰ 公衆無線LAN
環境の整備促
進

情 報 管 理 費 　災害時等を想定し、県有施設のうち避難所等に指定

されている施設や、県民や観光客等の滞留が想定され

る施設を対象に公衆無線ＬＡＮ環境を追加整備した。

　これにより、災害時における県民の情報通信手段の

充実に寄与した。

（ 19,211）

19,210

【情報政策課】

・県有施設の公衆無線LAN環境の整備	 5 施設

　　（平成 31 年 3 月末現在の運用施設　48 施設）

⑱ 富士山監視体
制の整備の推
進

砂防地すべり対策費 　富士山火山噴火の前兆現象を早期に特定するため、

気象庁や富士山科学研究所などの関係機関で県が有す

る監視映像情報を共有し、監視体制を強化した。

　これにより、富士山火山噴火の前兆現象の早期特定

に寄与した。

（ 60,775）

31,567

【砂 防 課】［ 29,208］

・報道への映像配信に伴う監視映像装置の改修

・富士砂防カメラ映像を富士山周辺市町村へ映像配信
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（予算科目　単位：千円）

災害に強い県土・地域づくり

施策・事業名

【担当課名等】

予 算 科 目
（予算現額）
決	算	額

［翌年度繰越額］

施策・事業の概要及び成果

19 富士山の火山
活動と防災対
策に関する研
究の推進

企 画 総 務 費 　富士山の火山活動を解明するため、富士山の噴火履

歴や噴火シミュレーション、地下水観測を主要課題と

して調査研究を進めるとともに、他の研究機関との連

携等を推進した。

　これにより、富士山の火山活動の解明に向けた資

料・データの蓄積が進み、富士山火山防災対策の推進

に寄与した。

（ 14,370）

11,248

【私学 ･科学振興課】

・富士山火山防災に関する研究の実施	 　4 テーマ

20 富士山火山噴
火緊急減災対
策の推進

　　　 　富士山噴火の被害をできる限り軽減するため、国、

静岡県と連携し、富士山火山噴火緊急減災対策砂防計

画の具体的な対策の検討を行い平成 30 年 3 月に策定・

公表を行った。

　また、富士山火山噴火対策砂防事業促進期成同盟会

と連携を図り、計画に基づく富士山火山対策の国直轄

化を目指し、要望活動を行った結果、平成 30 年度か

ら山梨県側においても国直轄砂防事業が開始されるこ

とになった。

　これにより、富士山火山減災対策に寄与した。

【砂 防 課】

・事業予算確保等の要望活動の実施	 　2 回

・施設計画や用地取得に関する関係機関等との協議調整

富士山火山噴
火時の来訪者
安全対策の推
進

企 画 総 務 費 　富士山火山噴火時の登山者・観光客等の安全対策を

図るため、地元自治体による山小屋へのヘッドライト、

バックボード等の整備の取り組みを支援した。また、

登山客や観光客等にヘルメット等の持参を呼びかけた。

　これにより、富士山火山噴火時の来訪者の安全対策

の推進に寄与した。

（ 6,509）

5,114

【世界遺産富士山課】

・富士吉田市が実施する吉田口山小屋のヘルメット等

の整備助成に対する支援

・登山客や観光客等にヘルメット等の持参の呼びかけ

ホームページでの周知

ヘルメット携行ＰＲビデオの動画サイト掲載

　　チラシ作成　110,000 部
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（予算科目　単位：千円）

災害に強い県土・地域づくり

施策・事業名

【担当課名等】

予 算 科 目
（予算現額）
決	算	額

［翌年度繰越額］

施策・事業の概要及び成果

22 富士山火山防
災教育・普及
啓発の推進

企 画 総 務 費 　富士山の火山防災に関する知識の普及を図るため、

地元自治体や県民を対象とする防災研修会等を開催

した。

　これにより、富士山火山防災対策への理解促進に寄

与した。

（ 3,774）

3,071

【私学 ･科学振興課】

・火山防災研修会等の開催

火山防災研修会　　1回

国際シンポジウム

	 平成 30 年 10 月　参加者 111 人

住宅・建築物
の耐震化の促
進

住 宅 総 務 費 　地震発生時における住宅・建築物の倒壊等の防止や

避難路を確保するため、木造住宅や大規模建築物及び

避難路確保につながる建築物の耐震診断等への支援

や、耐震化の啓発活動等を実施した。

　これにより、住宅・建築物の耐震化に寄与した。

（ 159,527）

127,087

【建築住宅課】［ 1,756］

・耐震診断等への支援

　　耐震診断　	 　377 件

　　耐震改修設計　	 　42 件

　　耐震改修　	 　39 件

　　耐震シェルター　	 　0 件

・避難路沿道建築物の耐震診断	 　74 件

・避難路沿道建築物の耐震設計	 　5 件

・避難路沿道建築物の耐震改修等	 　15 件

・建築物防災出張講座の実施	 　7 回　参加者 289 人

・戸別訪問の実施　	 　3,091 件

被災者の生活
再建支援の充
実

　　　 　県内被災者の生活再建を支援するため、国の被災者

生活再建支援制度に加え、市町村と共同で創設した本

県独自の支援制度を運用した。

　これにより、国の制度が適用されない被災世帯にお

ける生活再建の支援策が確保された。
【防災危機管理課】

・本県独自の被災者生活再建支援制度の運用

	 平成 28 年 1 月施行
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※下線の成果指標は 「山梨県まち・ひと・しごと創生総合戦略」 にも記載

「ダイナミックやまなし総合計画」　政策別実施状況

プロジェクト 6 安全安心・交流基盤創造プロジェクト

政策 2 利便性の高い交通網の整備
計画掲載事業数

（再掲は除く。）
10

【政策推進に当たっての基本的な考え方】

　本県産業の活性化と県民生活の利便性の維持向上を図るためには、多様な交流を支え

る交通基盤を体系的に整備していく必要があります。

　このため、県内外を結ぶ道路ネットワークやリニア中央新幹線の整備を推進するとと

もに、リニア駅周辺への本県の新たな玄関口の整備や、リニア駅と甲府駅を結ぶ交通シ

ステムの構築に取り組みます。

　また、県民や観光客等にとって利便性の高いバス交通ネットワークの整備等を進めます。

平
成	

30	

年
度
の
主
な
取
り
組
み
状
況

項　　　　　　　目 頁 担 当 部 局

○ 県内道路ネットワークの整備推進 P.130 県 土 整 備 部

○ リニア中央新幹線の用地取得 P.130 リニア交通局

○「リニア環境未来都市」における本県の新たな玄関口の整備 P.131 リニア交通局

○ 県内バス交通ネットワークの再編・整備 P.131 リニア交通局

○ バス交通の利便性向上 P.132 リニア交通局

○ 高齢者等の交通事故防止対策 P.132 警 察 本 部

○ ＪＲ中央東線の高速化及び利便性の向上 P.132 リニア交通局

事	

業	

費

施策・事業の実施に要した事業費（本年度までの実績額） 70,264 百万円

前年度までの事業費 50,240 百万円

本年度の事業費 20,024 百万円

成
果
指
標
の
達
成
状
況

成　果　指　標
基	準	値

（基準年度）
A

目	標	値

（目標年度）
B

現	況	値

（直近データ）
C

進捗率（%）

リニア駅からの 30 分到達圏人口
カバー率

62.5％

（H26）

71.4％

（H31）

67.4％

（H30）
55.1

バス輸送人員
10,140 千人

（H25）

10,470 千人

（H30）

9,953 千人

（H29）
△ 56.7

C－A
B－A

×100
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主要な施策の成果 （予算科目　単位：千円）

利便性の高い交通網の整備 ※丸数字の施策・事業は 「山梨県まち・ひと・しごと創生総合戦略」 にも記載

施策・事業名

【担当課名等】

予 算 科 目
（予算現額）
決	算	額

［翌年度繰越額］

施策・事業の概要及び成果

① 県内道路ネッ
トワークの整
備推進

道路橋りょう建設費 　県内各地域間の交通円滑化を図るとともに、高速道

路をはじめとする基幹的な道路へのアクセスを向上

し、災害時における緊急輸送道路としての機能などを

強化するため、地域高規格道路（新山梨環状道路）な

どの整備を計画的に推進した。

　これにより、地域間の連携・緊急輸送道路の確保に

寄与した。

（ 23,326,326）

15,397,782

【道路整備課】

【高速道路推進課】

【都市計画課】

［ 7,928,544］

道路橋りょう整備費

（ 2,589,279）

1,317,479 ・新山梨環状道路（東部区間）の整備

　　要望活動の実施　　6回

　　総会の開催・参加　2回

［ 1,271,800］

道路橋りょう総務費 ・国県道の整備（供用）

割子切石線（中富 ICアクセス）

　外 12 路線（13 箇所）　延長 4.8 ㎞

（ 23,347）

18,624

［ 4,723］ ・都市計画道路の整備（供用）

滝坂下今井線（Ⅱ期）（甲斐市竜地地内）

	 　延長 0.3 ㎞街 路 事 業 費

（ 4,170,597）

2,834,952

［ 1,335,645］

② 県外とを結ぶ
高速道路等の
整備促進

道路橋りょう総務費 　産業・観光振興や災害発生時の県外からの輸送確保

につながる高速道路等の整備を促進するため、国等の

関係機関との事業協力を進めるとともに、計画的な整

備について働きかけを行った。

　これにより、高速道路等の計画的な整備が促進され、

平成 31 年 3 月に新清水 JCT ～富沢 IC 間と下部温泉

早川 IC～六郷 IC間が開通した。

（ 658）

658

【高速道路推進課】

・高速道路整備の要望活動の実施　　	 　13 回

・整備促進期成同盟会等の開催・参加	 　	 8 回

3 リニア中央新
幹線の用地取
得

企 画 総 務 費 　リニア中央新幹線建設工事を計画どおり進めるた

め、県リニア用地事務所において、沿線住民からの様々

な相談や要望に丁寧に対応するとともに、民間のノウ

ハウを活用しながら計画的に用地取得を進めた。

　これにより、リニア中央新幹線の建設工事の促進に

寄与した。

（ 408,143）

276,379

【リニア推進課】［ 106,750］

・本線区間 38 地区のうち 28 地区で用地交渉に着手

	 （平成 31 年 3 月末現在）
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（予算科目　単位：千円）

利便性の高い交通網の整備

施策・事業名

【担当課名等】

予 算 科 目
（予算現額）
決	算	額

［翌年度繰越額］

施策・事業の概要及び成果

④「リニア環境未
来都市」におけ
る本県の新たな
玄関口の整備

企 画 総 務 費 　リニア駅周辺において、リニアの開業効果を全県に

波及させるための交通結節機能、観光交流・産業振興

機能などを備えた本県の新たな玄関口としての整備の

具体化に向けて、駅周辺の整備について検討及び調査

を行った。

（ 52,577）

45,230

【リニア推進課】
・駅周辺整備基本計画策定に向けた検討及び調査の実

施（再掲）

・リニア環境未来都市創造会議の開催	 　3 回（再掲）

⑤ リニア駅アク
セス道路網の
整備

　　　 　リニア中央新幹線の開業効果を県全体で最大限享受

していくため、効率的にリニア駅へアクセス出来るよ

う関連する道路の整備を推進した。

　これにより、県民や観光客等の利便性の向上が図ら

れた。
【道路整備課】

【都市計画課】
・新山梨環状道路（東部区間）の整備（再掲）

・国県道の整備（供用）（再掲）

・都市計画道路の整備（供用）（再掲）

6 リニア駅と甲
府駅を結ぶ交
通システムの
構築

交通安全推進費 　リニア駅と本県の公共交通のハブ的機能を有する甲

府駅を結ぶ交通基盤を整備するため、定時性や速達性、

利便性や快適性を確保した交通システムの構築に取り

組んだ。

　これにより、リニア駅と甲府駅を結ぶ交通システム

の運行に向けた検討が進んだ。

（ 1,153）

224

【交通政策課】

【道路整備課】
・国やバス事業者等と、自動運転等の先進的な技術の

導入に関する研究・協議

・国道 358 号の遠光寺北交差点改良事業について、地

元説明会を開催し、測量に着手

⑦ 県内バス交通
ネットワーク
の再編・整備

交通安全推進費 　子ども、高齢者などの交通弱者や観光客等の移動手

段を確保するとともに、リニア中央新幹線の開業を見

据え、リニア駅から県内各地への移動を円滑にするた

め、利便性の高いバス交通ネットワークの構築に向け、

バス路線の再編に取り組んだ。

　これにより、4 路線の再編等を行い、バス交通ネッ

トワークの構築に寄与した。

（ 122,434）

122,434

【交通政策課】

・広域的路線と地域内路線の統合再編	 　4 路線

・広域的路線 2路線の再編に向けた沿線市町やバス事

業者との検討

　　乗降調査の実施	 　2 回

　　研究会の開催　	 　1 回
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（予算科目　単位：千円）

利便性の高い交通網の整備

施策・事業名

【担当課名等】

予 算 科 目
（予算現額）
決	算	額

［翌年度繰越額］

施策・事業の概要及び成果

⑧ バス交通の利
便性向上

　　　 　平成 29 年 8 月に整備した、県民の日常的な移動や

観光客の周遊を円滑化する甲府駅南口のバス交通案内

表示システムの周知に取り組んだ。

　これにより、バス利用の促進を図った。
【交通政策課】

・山梨県ホームページによる周知

・公共交通フェスティバルによる周知

9 高齢者等の交
通事故防止対
策

　　　 　子どもや高齢者、観光客等が安心して利用できる安

全な交通社会を実現するため、交通事故分析の高度化

とこれに基づく情報発信の推進を図るとともに、高齢

者の公共交通機関の利用促進を働きかけるなど、高齢

者等の交通事故防止対策を推進した。

　これにより、高齢者事故をはじめとする交通事故総

量抑止に寄与した。

【警：交通企画課】

・ホームページ等による高齢者交通事故防止のための

情報発信	 　19 件

・交通事故の第 1当事者となった高齢者宅個別訪問指

導数	 903 件

・運転免許証の自主返納者数

	 2,439 人（うち高齢者　2,400 人）

⑩ ＪＲ中央東線
の高速化及び
利便性の向上

交通安全推進費 　ＪＲ中央東線の高速化や利便性の向上を図るため、

国やＪＲ東日本との協議を実施した。

　また、鉄道を利用した東京圏などへ通学する学生の

増加を図る市町村の取り組みを支援した。

　これにより、特急列車の新型車両への統一や東京駅

を始発終着とする便の増発が実現するとともに、自宅

から県外への通学者の拡大に寄与した。

（ 11,757）

10,395

【交通政策課】

・ＪＲ東日本への要望活動の実施	 　2 回

・ＪＲ東日本との協議　　　　　	 　6 回

・国への要望活動の実施　　　　	 　3 回

・中央東線高速化促進広域期成同盟会の開催

	 　平成 30 年 8 月

・通学定期券の購入助成制度創設市町村への支援

	 7 市
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